
農村生活体験が都市の子どもに与える影響について

一一茨城県久慈郡里見村の体験教室を事例として一一

生活体験・生活態度・生活習慣

Iはじめに

近年、科学技術の進歩や都市化現象に伴い生活環境

が大きく変化し、また受験や学歴編重による過酷な塾

通いや、睡眠不足、校内暴力やいじめの問題等、様々

な「ひずみjがみられるよえになってきた。

この様な現状を打開し、子どもたちを健全な方向へ

導く方法はないものか。その方法論を実践活動を通し

て明らかにしようと考えたのが本研究の目的である。

すでに松本等は青少年に「都市と農村の交流Jを提
唱し、農家に分宿して農村生活を体験させようとして

いる。4)

これは、子どもたちの生活態度を育てるために、種

々の生活体験を通して教育することが重要であると考

えているからである。

ピーター・セベリヌスは「息子たちょ、きあ、本を

焼いてしえいなさい。丈夫な靴を買って山へ出かけな

さい。谷を、砂漠を、海俸をそして地球の一番奥深く

まで探索しなさいJDと現代の教育の在り方を正す言葉

を述べている。つまり知識の教育だけではなく人間教

育への基本的な考えを明らかにしている点では注目す

べきである。つまり四方を壁に閉まれた教育だけが教

育の場ではなく、自然の中の方がのびのびとより具体

的に教育できることを主張し、人間教育を教室以外に

求めている。つまり、現代の学校教育はあまりにも膨

張しすぎて、2)、 3)人間教育が軽視されているが、これ

までの教育の伝統を現代の状況の中で見直し、質的変
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E 調査の方法

1.調査の対象者

a)参加者 60名

b)保護者 60名

c)受け入れ農家 1 9軒

2.生活体験地域及び民家の

概要

a)里美村の概要

表1 参加者の学年・性別

学年 男子 女子 計

4 11 3 14 

5 9113 22 

6 13 11 24 

計 33 27 60 

茨域県久慈郡里美村は、東から北に約40Kmに

わたる県下最大の面積を持つ村で、人口は5，205
名(昭和58年)で、村の中央を久慈川の支流で

ある里川が細長く流れ、山林面積が村の 82%を

占める自然に恵まれた村である。

b)受け入れ農家

受け入れ農家は酪農、林業、しいたけ生産農業

等 19軒。

3.調査の期日

調査は、事前、現地、事後に分けて次の通り実施

しt::.。
a)事前調査 昭和 59年7月28日

b)現地調査 昭和 59年8月 7日 9日

c)事後調査 昭和59年8月10 臼 ~20 日

換を考えるべきである。 4.調査の方法

以上の様に子どもたちの人間教育の立場で考えれば、 調査は本明・久米らが小学生1，258名の結果を
子どもたちを農村に連れ出し、農家に分宿し、農村生 もとに標準化した「生活指導診継検査J5) iDTG 

活体験をさせる機会を提供することにより、生活態度 SJを用い、それを補うためアンケート調査、感想
を育てることができないかと考えた。 文等を用いた。

H 研究の目的 5.調査の回収状況

子どもたちに日常生活と異なる農村生活を体験させ

ることにより、生活や態度に変化を与えるのではない

かと考え、農村生活体験が子どもたちに与える影響を

明らかにする。

いずれの調査も回収率は 100')'0であった。

W 生活体験内容

生活体験内容は、受け入れ農家によって異なるため、

毎日の体験内容調査で得た資料をKJ法によって類別

し、体験内容を百分率で示した。(表2)
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表2 農村生活体験内容

農作業体験 9 1・7% 100 % 

酪 農 体 験 4 0.0 7 8.3 

しいたけ作業体験 7 3.3 56.7 

林 業 体 験 1 0.0 3 1. 7 

手 伝 L 、 28.3 8.3 

遊び)自然の中で 7 1. 7 5 5.0 

その他 4 0.0 3 5.0 

その他の体験 1 0.0 6.7 

V 農村生活体験の指導システム

生活体験内容は受け入れ民家及びカウンセラーによ

る直接指導とした。(表2) 

指場者会畠

間
固
な
し

c)食生活も普段の食内容を体験させてくださいo

d)生活態度が好ましくないときは「ぴしぴし」ご

指導ください。

e)生活の中での子どもたちの実態をカウンセラー

にありのままお教えてください。

2.カウ γセラー

カウンセラーは地元酪農青年部及び高校生のボラ

ソティアによる 11名が指導にあたった。

カウンセラーは一日一回、受け入れ農家を訪問し、

子どもたちの生活の実態を把握し、本部に持ち帰り、

問題となることを指導者会議に提起し、指導方法を

検討して再び子どもに返す指導体制をとった。

以上を現地指導の手順の進め方としてシステム化

したものが、農村生活体験の指導システムである。

(図1)

子

指謙雄検討 図 1 現地指導システム

1.受け入れ農家

受け入れ農家に対しては事前に打合せ会を持ち、

次の点を守っていただくこととし、生活体験をさせ

てもらった。

a)子どもを家族同様に扱い、普段の農村の生活を

体験させてください。

b)家族と同様に、お手伝い、農作業を毎日体験さ

せてください。

W 日常生活と農村生活との生活環境状況

1.労働体験

労働体験を農作業というー現象からみると、経験

者と未経験者がいずれも 4.83%である。これらの

者は、経験、未経験を問わず、実施後「働くことの

大変さを感じたjが最も多く 58.3'}'o、次いで「楽

r
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しかった」の 23.4%、 「働くことの大切さを感じ

たJの20.0%と労働の重要性を感じていることが
うかがえる。体験を通して働くことの喜び、大切さ

を感じることは子どもたちにとって重要な意味を持

つであろう。(図 2)

たいへんさを感じた l::::主主主主::::::::::~-X:::::::::::主主':=:=:=::::::::

とても楽しかった

棄しかった.おもしろかった

働くことの大切さを感じた

その他

10 aJ 30 岨田曲拘*

注)自由図書による

図2 手伝いや仕事について

2.食体験

図3は矢印が右下に傾いている場合は自分の好み

通りに食べていないことを示し、逆に右上に傾いて

いる場合いる場合は自分の好みに比して実際に食べ

ていることを示している。この図から「ごはん」を

始め「野菜」、 「魚類」、 「たまごJ、 「くだもの」
といった日本型食生活の傾向がみられる。また「コ

ーラやジュース類JI甘い菓子類JIインスタント

ラーメンJが下降傾向を示しているのは食生活に対
する親の配慮が強いものと考えられる。

これに対して現地では「みそ汁JIごはんJIつ
けものJを主体とし、焼魚、のり、 トマトやトウモ

ロコシがつけられている。(表3) 

好きな物の顧 いつも食べている物的順

1 くだもの

2 肉や肉円加工晶

3. ，・ラやシ s ース橿

4 ごはん

5 牛乳

6 チーズなど乳製品

7 たまご

8 甘い菓子類

品製

魚
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9 バ

10 インスタントラ メン等

11 海轟 チースなど乳製晶 11 

骨ごと食ベる小魚 12 

2 ーラやνz ス類 13 

甘い草子旗 14 

インスタントラ メン等 15

12 骨ごと食べる'J、魚

日野草

14 その他の魚 ， ， 

15 大豆・大豆製品

注)好きな食べ物と飲み物を含む。

図3 I好きなものjと「いつも食べているものJ

これは、米を基本とした地域に根ざす農村の食文

化の伝統的特性とも考えられる。

このように農家では普段より比較的単調な食事内

容であったにもかかわらず、子どもたちは「普段よ

り食欲があったjと答えた者が合計で7O. O'}'oもあ

った。(図 4)さらに、農家で食事をしてみて「と

表 3 農家での食事内容

|ぷ
8 月 8 日 8 Il 9 日 B月10日

昼 タ 朝 昼 タ 制

1番 みそ汁 みそ汁 ごはん どはん つけもの みそ汁

2番 ごはん どはん みそ汁 つけもの ハー~...- ごほん

3香 つけもの サラダ つけもの みそ汁 ごはん つけもの

4書 ;Aイカ，焼魚 つ付も町 の とト守卜 みそ汁 町 り

5骨 トウそロヨシ 3さ旬レーしライ五ス 乳 九イ九司れるウリ カレーライス トマト

在〕多い願に5番目まで。量家 19軒町調査による。

普段よりあった

普段よりなかった

分からない

10 aJ田 40 田田*

図4 食欲について

てもおいしく感じた」と答えた者が46.7%と最も

多かった。(図 5) このことは労働を伴った生活の

とてもおいL-<感じた

野菜が多かった

自分の寧と霊わりなかった

華日間じ貴べ物が出た

その他

2 

3 無解

5 

6 

10 aJ却 40 田 60*

註)自由図書による

図5 農村の食事について
8 

10 後の食事であったため、おいしさを感じたのではな

いかと考えられる。

また、子どもたちは農家での生活を体験して、「食

べ物をつくる苦労JI食べることの大切さJI感謝
して食べる」こと等労働体験を通して生産者に対す

る感謝の心が体験的に理解されたものと考えられる。

(図 6)

- 96-



食べ物をつくるのに苦労がいると感じた

食ぺることが大切なことを感じた

普段よりおいしいと悪じた

働いた後の食事はおいしいと感じた

曙謝して食べる

その他
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3.民宿での生活

子どもたちの生活の基本的な場である家庭では、

日常子どもたちはどのような生活をしているのか。

五つの生活の基本的な行為を4段皆に分けて解答を

求めてみると、ょくする行為は「ベッドメーキング|

「食事のあとかたづけJI料理のお手伝いJIそう
じJIせんたく jの順となっている。特に「せんた
く」は26.7'10が全したことがないと答えている。

便利な機械に頼れば頼るほど、子供に手伝わせる余

地がなくなっているとすれば、生活を維持する基本

的な生活習慣として子どもたちに実践させることが

重要である。(図7)

よ〈する
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食事のあ剖
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図7 普段していること

このような生活習慣の子どもたちも、家庭や学校

の仲間とは異なる参加仲間や農家の人たちと他人に

迷惑をかけない生活を基本として行動し、毎日自己

をふりかえる指導をした結果図8のとおりである。

「難しき、大変さを感じた」が38.2'10で最も多く、

次いで「大切さを感じたJ30.0'10、自己をふりか

えって「いつも迷惑をかけていることが分かった」

「自分勝手なことはいけないと感じたj等共同生活

の基本となる生活態度が理解されていることがよく

わかる。(図 8)

権Lさ，大事Eさを畢じた H:::;:::::;:::::;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::::::詫::;:;:;:;:;:;:;ゃ・::1 3s.Z 

大切さを聾じた

みんなが守り，努力した 蕊蕊調 11.7

自分勝手なことはいけないと感じた

その他

11 解

01510152025 30 35 40 45 

注)自由回害による

図8 他人に迷惑をかけない生活について

w結果と考察

1.行動や性格の変化

人間の行動は、日常生活の中で学習されるもので

あるという考え方に立ち、里美村での体験教育にお

ける行動環境や生活環境が、子どもに与える影響を

本明、久米らによる「生活指導診断検査法」を用い

て明らかにした。検査は、診断項目Aの「基本的な

生活習慣」から Iの「公共心」までの 9項目を事前、

事後の 2回に亘り実施した。

その結果、身の回りの整理・整頓すること、時間

を守る、服装・言語・動作などを適切にし、決まり

を守り、禁止されていることをしないで、人に真心

をもって接するなどの内容であるAI基本的な生活
習慣jと、自分から考え正しいと信ずるところに従

つてはっきり意見を述べ行動する。自分で計画し進

んで実行するなど人に強制されなくても自分から進

んで、他人に左右されずにいろいろなことができる

能力をみるBI自主性」と、勤労の意義や尊きを知

り、喜んで仕事に奉仕する。正しい目標の実現のた

めには困難に耐えて最後までねばり強くやり通すと

いう内容のDI勤労意欲・根気強さ jの3項目が、

いずれも 0.1'10水準で有意の差が認められた。評価

段階を実数で個別にみると、 Cから次第にA段階へ

と成長の様子がみられるものの、統計的にはこの 3

項目が有意となった。(表4) 
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表 4 行動及ぴ性格の変化

調
評 価 段 階

診断項目 査 C B A 
時 。 2 1 3 T 2 1 3 4 51T 4 1 5 61T 

A 基本的な 前 。 61 10 17 19 17 36 7 7 
費量署長桜

生活習慣 後 。。 21 ;3 5 14 19 33 22 22 

B 自 主 性
前 01 4 4 8 161 15 31 15 6 21 

※画許様
後 。 3 4 51 4 9 16 31 47 

C 責 任 感
前 01 2 7 9 91 15 24 15 12 27 

後 1 2 1 4 91 12 21 23 12 35 

D 勤労意欲 前 。。 6 6 91 14 161 39 15 15 
樹齢嘩4唱長

線気強さ 後 01 1 。 1 11 9 15 25 34 34 

E 創意工夫
前 01 3 3 31 12 15 181 14 10 42 

後 01 2 2 31 5 81 21 14 15 50 

F 情緒の安定
前 1 51 5 11 121 12 24 11 14 25 

後 31 4 8 61 11 17 14 21 35 

G 寛容・協力性
前 。 8 9 10 11 21 18 12 30 

後 。。 3 3 

H 公 正
前 21 3 41 9 18 

後 。1 31 7 11 
I 公 共 {，' 

前 。。 11 4 5 

後 。。 31 0 3 

注)器提楽業 0.1'"水準で有意、

2 .全体評価

子どもにとっては里美村での生活の全てが新しい

体験で、作文をKJ法によって集約すると「この体

験は短かったけれど、いろいろのことを知ることが

でき、毎日がとても楽しく良かったと思うし、一生

の思い出になると思う」とまとめられる。

ちなみに一番よかったことを自由回答法できいて

みると、 「農村で生活できた(仕事)J!人間関係(仲

間ができたこと)JがL、ずも 21. 7 '7'0で最も多く、次

いで具体的な体験内容の「しいたけとりができた1

11.7'7'0、 「牛の世話、乳しぼりができたJ8.3 '7'0 

や農村生活を体験することにより「農村生活が理解

できたJ8.3 '7'0などの順となっている。(図 9)

また、保護者の立場から参加させてよかったこと

をきいてみると、子どもと同様に「農家の生活が体

61 10 16 15 26 41 

15 8123 19 19 

91 14 23 26 26 

81 17 25 30 30 

11 15 26 31 31 

量村で生活できた(仕事)

人間関係(仲間ができたこと)

しいたけとりができた

牛の世話，乳しぼりができた

量村生活が理解できた

自然にふれあえた

働くことの大切さが分かった

その他 13.3 

無解 認否京王:16.7

10 却

図9 参加して一番よかったこと
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験できた」ことが最も多く、生活全体をよかったと 慣を体得するのに有効な活動であることを示すもので

している。多い順にみると、「地元の人の人情の厚 あるo

さを知ったことJ29.9%、 「農家の仕事の苦労、
労働の大切さ、楽しさを知ったことJ28.3 %、「人 区今後の課題

間的な成長が感じられたことJ16.1%などの順に
なっている。(図 10) また、体験のさせ方や食事

のこと、健康のことなどを心配していたのに「思っ

ていたほど大変ではなかったjと答えた人が多かっ
守，

れ」。

農家町生活を体験できたこと E:;:::::::::~:::::::訳出::;!;:;:;:;:;::;:::注目::::::::::::完;:;:;:;:;::;::':j 450 

人間的な成長が悪じられたこと

自然のすばらLさを知ったこと

その他

01 10 15 却 E おお 40 45 日帰

注)自由回答による

図10 参加させてよかったこと

咽結 論

子どもたちの都市生活と農村生活との違いは次のよ

うに集約される。

1.農作業を全員が体験し、労働の大切さを感じとっ

ている。

2.食生活は日本型食生活であり、普段より食欲があ

り、おいしいと感じている。

3、共同生活から基本的生活態度が理解されている。

以上のように日常生活とは異った生活体験を通して、

行動及び性格の変化を「生活指導診断検査法」を用い

て測定した。すると「基本的な生活習慣J1自主性J

「勤労意欲・根気強きJの項目に、体験の前後で有意

な得点の伸びがみられた。

これは農村生活体験が子どもたちの基本的な生活習

調査結果をみると、理論的にかなり重複したところ

や大分異なった側面を調査している個所がある。従っ

て、個々の概念を検討し、概念問の関連を調べ、体系

的に整理すべきである。

得られたデータは子どもの農村生活体験の状況を把

握し、分析するのに役立つてはいるが、サンプノレ数が

少ないのが問題である。

以上の反省をもとに今後は農村生活の日常生活とは

異なったどの側面が子どもに影響を与えているのか明

らかにしていきたL、。
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